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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 60721-3-3:1997
は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 
 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 
 

日本産業規格（案）       JIS 
 C 60721-3-3：0000 
 (IEC 60721-3-3：2019) 

環境条件の分類－第 3-3 部：環境パラメータ及びそ

の厳しさのグループ別分類－屋内固定使用の条件 
Classification of environmental conditions－Part 3-3: Classification of groups 

of environmental parameters and their severities－Stationary use at 
weatherprotected locations 

 
序文 

この規格は，2019 年に第 3 版として発行された IEC 60721-3-3 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，屋内固定使用のために設置する製品がさらされる環境パラメータ及びその厳しさの分類に

ついて規定する。 

この規格で定める環境条件は，製品の性能に直接影響を及ぼす可能性があるものに限定し，そのような

環境条件だけを考える。製品に対する環境条件の影響については，特に規定しない。 

爆発の危険性，製品内部の環境条件，消火及び電離放射線に直接関係する環境条件は，規定から除外す

る。その他の予測されない事象も規定から除外する。それらが発生する可能性は，特別な場合とみなすこ

とが可能である。この規格は，建築基準，条例又は規制の対象となる装置には適用しない。 

屋外固定使用の条件，携帯及び移動使用の条件，車載機器及び船舶搭載機器の条件，保管及び輸送の条

件，並びに製品内部の環境条件は，JIS C 60721-3 規格群の他の規格に規定される。 

この規格は，広い適用分野を包含した環境条件を，限定した数に分類している。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 60721-3-3:2019，Classification of environmental conditions－Part 3-3: Classification of groups of 

environmental parameters and their severities－Stationary use at weatherprotected locations（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 
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JIS C 60721-1 環境条件の分類－第 1 部：環境パラメータ及びその厳しさ 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60721-1，Classification of environmental conditions - Part 

1: Environmental parameters and their severities 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS C 60721-1 による。 

3.1 
固定使用（stationary use） 

構造物にしっかりと取り付けられた製品の使用，又は特定の場所に恒久的に配置された製品の使用 

3.2 
屋内（weatherprotected location） 

製品が気象条件に直接さらされないように保護される場所 

4 一般事項 

製品は，その寿命の間，種々の環境条件にさらされる可能性がある。これらの条件は，JIS C 60721-3-0
で分類され，製品に対する短期間の環境ストレスのうち最大のものを定めるときに用いることが可能であ

る。ただし，これらの分類は，製品が経験する可能性がある長時間の環境ストレス又は全寿命にわたる環

境ストレスについては，何も示していない。したがって，これらの分類だけに基づいて，信頼性の評価又

は寿命の評価を実施することは不可能である。実際の環境条件の詳細については，JIS C 60721-2 規格群及

び該当する技術報告書（IEC TR 62130 及び IEC TR 62131-5）参照。 

製品は，例えば，振動及び温度変化のように，低い気圧及び温度，温度及び湿度といった多くの環境パ

ラメータに同時にさらされる。環境パラメータを組み合わせると，製品への影響が増加する場合がある。

したがって，製品の設計及び製品の評価に当たって，組み合わせた条件を考慮することが望ましい。 

製品は，異なる環境に耐え，動作するように設計することが望ましい。基本的には，次の二つの環境の

影響を受ける。 

－ 直接，製品の機能不全又は破壊を引き起こす可能性がある短期間の極端な環境条件の影響 

－ 徐々に製品の質の低下を招き，最終的には製品の機能不全又は破壊を引き起こす可能性がある長期に

わたる極端ではない環境ストレスによる影響 

短期間の極端な環境条件は，製品の耐用期間中いつでも発生する可能性がある。製品が新しいときは，

極端な条件による影響がないこともあるが，長期にわたる使用の後では，同一条件下でも劣化によって故

障となる可能性がある。環境条件を適用する順序が，評価結果に影響を及ぼす可能性がある。 

JIS C 60721-3 規格群の特定の分類を参照する場合，製品が分類で示す条件下に置かれたときに，永久的

な破損を受けることがなく耐えればよいのか，又は動作することが要求されるのかを，製品規格に規定す

ることが重要である。 

環境条件の分類は，故障の結果に関する設計及び試験の厳しさの選択の根拠として用いてもよい。JIS 
C60721-3 規格群に記載されている情報は，使用，保管，輸送などのための要求事項を確立し，製品規格の

整備を助ける手段として利用してもよい。試験に適用する厳しさは，実環境の影響の再現を試みるもので



3 
C 60721-3-3：0000 (IEC 60721-3-3：2019) 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 
 

あることが望ましい。 

例 1 発熱する製品に対する高温試験は，製品が高温，日射及びその他の考えられる熱源の状態にさら

されることによる熱の影響を模擬するように設計されている。 

例 2 機械的衝撃試験において，製品は，単純なパルス波形（例えば，正弦半波）の衝撃波で試験する

ことがあるが，実環境はこのような単純なパルスではない。 

この規格では記載していないが，厳しさを考慮しなければならないような，極端な又は特殊な環境条件

が存在する可能性も考えられる。この規格の利用者は，意図する使用の条件をカバーするために必要な最

低の分類（厳しさの緩い分類）を選択することが望ましい。 

5 環境パラメータ及びその厳しさのグループ別分類 

5.1 一般 

この箇条は，気象条件（K），特別な気象条件（Z），生物的条件（B），化学的に活性な物質（C），機械的

に活性な物質（S），及び機械的条件（M）に関するそれぞれの分類を規定する。 

この分類によって，製品が用いられる場所に応じた環境条件の組合せの規定が可能となる。この分類は，

屋外気候の局地的な影響，建物の構造，設置方法，プロセス条件などを考慮した，世界各地の使用に関す

る現実的な条件を示す。 

環境パラメータの中には，厳しさを数値で規定することがまだできていないものがある。 

特定の場所又は製品のために，例えば，次に示すように分類の全ての組合せを参照することが望ましい。 

例 3K21/3Z1/3B1/3S6/3M11 

5.2 気象条件（K） 

旧規格の分類は，気象情報収集の取組みの結果，新規分類に置き換えている。情報収集の結果は，技術

報告書（IEC TR 62130）に含まれている。 

適切な分類を選択する際，屋内の気象条件は，屋外の条件，特に気温，日射及び建物の構造に依存する

という事実に注意することが望ましい。断熱効果が良い，又は熱容量が大きい壁は，昼夜間の外気温変化

のピーク，又は例外的に長期間にわたって生じる外気温変化のピークを緩やかにすることがある。断熱効

果が悪い，又は熱容量の小さい壁は，そのような効果をもたず，昼間の日射及び夜間の建物からの放射の

効果によって，むしろピークが拡大することがある。日射の効果は，蓄熱効果又は温室効果によっても大

きくなり得る。 

分類 3K20～3K24 に規定する気象条件は，製品の使用条件に言及する。気象条件は，製品に影響を与え

る全てのパラメータを考慮した条件であり，長期間にわたり世界中で経験してきた条件である。これらの

パラメータには，屋外気候の条件，建物の構造，温度・湿度制御システム，及び室内条件があり，例えば，

各種機器及び人体からの放熱がある。気象条件は，全て通常の場合を対象として，例外的な事象は，対象

としない方がよい。これらの気象条件の分類を，表 1 に規定する。温度と相対湿度との相互依存関係を，

附属書 A に示す。 

密閉場所 

– 3K20 空調が完備された密閉場所に適用する。気温及び湿度は，必要な条件を維持するため連続的に
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調節する。 

– 3K21 連続的に温度調節を行っている密閉場所に適用する。湿度は，通常調節しない。 
特に，屋外気候の条件と大きな差があるとき，要求条件を維持するため，暖房，冷房又は加湿が行

われる。設置された製品は，周囲温度の上昇によって日射の二次的影響を受け，かつ，熱放射にさら

されることがある。また，例えば開いている窓からの建物内の風によって生じる，又は特殊な条件な

どによって生じる周囲空気の動きにもさらされることがある。 

この分類の条件は，常時人のいる事務所，作業場，データセンター，及び特殊用途の部屋が該当す

る場合がある。 

– 3K22 温度を調節している密閉場所に適用する。湿度は，調節しない。 

特に，屋外気候の条件と大きな差があるとき，要求条件を維持するため，暖房又は冷房が行われる。 

この分類の条件は，通常生活したり又は作業する場所，例えば，居間，屋内の一般的施設（劇場，

レストランなど），事務所，店舗，電子部品組立及び電気製品の作業場，電気通信センター，高価で環

境条件に敏感な製品の保管室などが該当する場合がある。 

– 3K23 温度及び湿度の調節を行わない密閉場所に適用する。 

特に，屋外気候の条件と大きな差があるとき，低い温度を上げるために暖房を用いることもある。 

設置された製品は，結氷にさらされることがある。 

この分類の条件は，ビルの入口及び階段，ガレージ，地下室，作業場，工場及び製造プラント用の

建屋，無人装置の設置場所，電気通信用建屋，耐凍結性の製品を対象とした通常の倉庫，農場の建屋

などが該当する場合がある。 

– 3K24 温度及び湿度の調節を行わない密閉場所に適用する。 

この場所には，外気と直接つながる開口部がある場合がある。この分類の気象条件は，屋外気候の

条件及び建物の構造によって，様々な程度で影響を受ける場合がある。 

設置された製品は，結氷にさらされることがある。 

この分類の条件は，建物の入口，車庫，小屋，無人の建物などが該当する場合がある。 

5.3 特別な気象条件（Z） 

熱放射，気圧などのパラメータは，他の気象条件のいずれかと組み合わせると，任意の厳しさを生じる

場合がある。これらの特別な気象条件の分類を，表 2 に規定する。 

5.4 生物的条件（B） 

これらの条件については，定量的な厳しさを規定していない。これらの生物的条件の分類を，表 3 に規

定する。表 3 のパラメータは，代表例であり，完全であるとは限らない。 

– 3B1 かびの増殖を防ぐ環境管理，及び動物の侵入を防ぐ物理的防護対策を備えた場所に適用する。 

– 3B2 かびの増殖又は動物［白あり（蟻）を除く。］の侵入を防ぐための環境管理又は物理的防護対策

がない保管場所に適用する。 

– 3B3 白あり又は類似の虫が侵入する可能性がある場所に適用する。 

5.5 化学的に活性な物質（C） 

自然大気の汚染は，主に工業活動，車及び暖房システムからの化学物質の排出によって生じる。さらに，

化学的影響は，海水及び融雪用の塩による塩霧によっても生じる。汚染は，製品の機能及び材質に影響を
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及ぼすことがある。これらの条件の分類に関する追加の詳細は，ISO 9223 に記載されている。 

5.6 機械的に活性な物質（S） 

この環境条件で生じる効果が似ているじんあい（塵埃）及び砂は，同一の分類とする。これらの機械的

に活性な物質の分類を，表 4 に規定する。 

– 3S5 じんあい又は砂ができるだけ少なくなるような予防措置が取られている場所に適用する。砂の

侵入が防止されている。 

– 3S6 じんあい又は砂の発生源から離れていて，じんあい又は砂ができるだけ少なくなるような予防

措置が取られていない場所に適用する。 

– 3S7 都市地域を含む，砂又はじんあいの発生源に近接して，じんあい又は砂ができるだけ少なくなる

ような予防措置が取られていない密閉場所に適用する。 

5.7 機械的条件（M） 

機械的条件は，例えば，通常操作，付近を通過する車などから，保管場所に伝わる可能性のある振動及

び衝撃のレベルと関係する。これらの機械的条件の分類を，表 5 に規定する。地震環境の定義は，附属書

B 参照。 

– 3M10 僅かなレベルの振動及び衝撃がある場所に適用する。 

– 3M11 例えば，空調装置，機械装置，付近を通過する車などから伝わる低いレベルの振動及び僅かな

レベルの衝撃がある場所に適用する。 

– 3M12 例えば，重機，ベルトコンベヤなどの近くから伝わる著しいレベルの振動及び衝撃がある場所

に適用する。 

表 1－気象条件の分類 

環境パラメータ 単位 
分類 

3K20 3K21 3K22 3K23 3K24 

低温  °C +20d) +15 +5 −5 −25 

高温  °C +25d) +32 +40 +55 +55 

低相対湿度 a) % 20 10 5 10 5 

高相対湿度 a) % 75 75 85 100 100 

低絶対湿度 a) g/m3 4 2 1 0.5 0.5 

高絶対湿度 a) g/m3 15 22 25 29 29 

温度変化の速度 b) ℃/min 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 

低気圧 f) kPa 70 70 70 70 70 

高気圧 f)  kPa 106 106 106 106 106 

日射 g) W/m2 なし  500 700 700 700 

熱放射  なし  なし  e)  e) e) e) 

周囲空気の動き c) m/s 0.5 1.0 1.0 1.0 5.0 

結露  なし  なし  なし h) なし h) あり  あり  

雨以外の水  なし  なし  なし  なし  滴水  滴水  

氷及び霜の形成（凍結融解を含む。）  なし  なし  なし  なし  あり  あり  
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環境パラメータ 単位 
分類 

3K20 3K21 3K22 3K23 3K24 

注 a) 低相対湿度及び高相対湿度の厳しさは，低絶対湿度及び高絶対湿度並びに高温及び低温によって制

限される。したがって，相対湿度，絶対湿度及び温度の極端な厳しさが，同時に発生することはない。

附属書 A 参照。 
注 b) 5 分間の平均値 
注 c) 自然対流による冷却システムは，周囲空気の動きの逆作用によって妨害されることがある。 
注 d) 規定温度±2 ℃の許容差で空調されている場所である。 
注 e) 場所によって生じる条件は，表 2 から選択する。 
注 f) 該当する場合には，表 2 から値を選択してもよい。 
注 g) 日射からの二次的影響は，加熱効果として作用する。 
注 h) 結露が発生しない場合に限る。 

 

表 2－特別な気象条件の分類 

環境パラメータ  クラス  単位  特別条件 Z 

低気圧  
3Z12 

kPa 

84（海抜約 1 500 m）  

3Z13 62（海抜約 4 000 m）  

高気圧 a) 3Z14 114 

熱放射  

3Z1 

なし  

無視が可能  

3Z2 熱放射がある状態，例えば，室内

暖房システムの近く  

3Z3 
熱放射がある状態，例えば，室内

暖房システム，商用オーブン又は

工業炉の近く  

注 a) 例えば，クリーンルーム，手術室などの加圧された部屋の条件 

 

表 3－生物的条件の分類 

単位  分類  

 3B1 3B2 3B3 

なし  無視が可能  
かび，菌など  

げっ歯類，その他製品に有害な動物  

  白ありを除く。  白ありを含む。  
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表 4－機械的に活性な物質の分類 

環境パラメータ  単位  
分類  

3S5 3S6 3S7 

凝固（沈殿）じんあい  mg/(m2・d) なし  6 a) 

乱流（浮遊）じんあい  mg/(m2・h) なし  なし  600 

風で舞い上がるじんあい  mg/m3 
なし  なし  なし  

m/s 

注 a) 乱流（浮遊）じんあいに含める。 

 

表 5－機械的条件の分類 

環境パラメータ  単位  
分類  

3M10 3M11 3M12 

定常振動，ランダム  
(m/s2)2/Hz 

なし  
0.01 0.1 

加速度スペクトル密度  

周波数範囲  Hz 5～200 5～200 

衝撃  m/s2 なし  なし  20 
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附属書 A 
（参考） 

気温，相対湿度及び絶対湿度の相互依存関係 
 

この附属書には，気温と相対湿度，及び気温と絶対湿度との相互依存関係を示す気候図（図 A.1 参照）

を含む。低絶対湿度又は高絶対湿度の厳しさに対して，これらに関連するある分類の温度範囲の中で与え

られる気温における相対湿度の厳しさは，図の気温及び相対湿度の直線と絶対湿度一定の曲線とが交わる

点から求めることが可能である。 

 

図 A.1－気温，相対湿度及び絶対湿度の相互依存関係を表す気候図 
  

相
対

湿
度

（
%
）

 

絶対湿度（g/m3） 

気温（℃） 
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附属書 B 
（参考） 

地震環境の定義 
 

地震の際，電気機械部品及び装置は，装置フレーム，回路基板及びコネクターが過負荷を受ける可能性

がある動きにさらされる。 

地震の際に装置が受ける加振は，地盤の動きの大きさ，建物の構造特性，建物中の装置が設置される高

度及び装置を収納し支えるための構造物の特性を含む複数のパラメータに依存する。 

これらの全てのパラメータを考慮した地震条件を規定する最も一般的な方法は，衝撃応答スペクトル

（SRS）の定義によるものである。SRS は，JIS C 60068-2-27 参照。SRS は，仮想の地震発生中に，装置が

取り付けられた場所で受けることが予想される動き（以下，床振動という。）を記載するために用いること

がある。 

SRS を規定するには，床振動を規定しなければならない。応答スペクトルの加速度の高周波漸近値は，

通常，ゼロ周期加速度（ZPA）と呼ばれ，床加速度の最大ピーク値を表す。 

地震の動きに関する詳細な情報がない場合，次の式によって，ZPA（af）を求めることが可能である（JIS 
C 60068-3-3 参照）。 

af = ag×K×D×G 

 
ここで， af： 床加速度 
 ag： 地震の強度に依存するピーク地表加速度（PGA） 
 K： 建物及び構造物の振動特性によって生じる地表加

速度の増幅を考慮した増幅係数 
 D： 水平軸と垂直軸との間の地震動の強度差を考慮す

る方向係数 
 G： 単一軸の加振試験において，同時に多方向からの

入力振動を受ける装置の異なる軸方向に沿った，

設置場所による相互作用を考慮するために，通

常，試験パラメータの一つとして指定される幾何

学係数 

ピーク地表加速度（ag）は，装置が使用条件下で設置されるゾーンの地震活動に依存する。 

注記 1 対応国際規格では，IEC 60721-2-6:1990 の図 5 が地震活動ゾーンの地図として参照され説明され

ているが，この IEC 規格は 2022 年に改訂されて最新版では図 5 は削除されているため，参照及

び説明の記載は削除した。 

地震活動ゾーンと異なる地震尺度で与えられる予想マグニチュード（修正メルカリ指数，リヒタースケ

ール）及びピーク地表加速度との相関を，表 B.1 に示す。 

注記 2 対応国際規格では，ピーク地表加速度と地震活動ゾーンと修正メルカリ指数との対応関係の参

考として，IEC TS 62271-210 の表 B.1 を参照する旨の一文が記載されているが，IEC TS 62271-
210 は廃止され，置き換えられた IEC 62271-207 にはこの対応関係の記載はないため，この一

文の記載を削除した。 
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表 B.1－地震活動ゾーンと予想マグニチュードとの相関 

地震活動ゾーン  
ピーク地表加速度（PGA）  

（m/s2）  
修正メルカリ指数  

（MMI）  
リヒタースケール  

0 

0.01 以下  I 0～2 

0.01 を超え，0.02 以下  II 1～2 

0.02 を超え，0.05 以下  III 2～3 

0.05 を超え，0.1 以下  IV 3～4 

1 
0.1 を超え，0.2 以下  V 4～5 

0.2 を超え，0.5 以下  VI 5～6 

2 0.05 を超え，1 以下  VII 5～7 

3 1 を超え，2 以下  VIII 6～8 

4 

2 を超え，5 以下  IX 7～9 

5 を超え，10 以下  X 

8 以上  10 を超え，20 以下  XI 

20 を超える。  XII 
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参考文献 

JIS C 60068-2-27 環境試験方法－電気・電子－第 2-27 部：衝撃試験方法（試験記号：Ea） 
注記 対応国際規格における参考文献：IEC 60068-2-27, Environmental testing－Part 2-27: Tests－Test 

Ea and guidance: Shock 

JIS C 60068-3-3 環境試験方法－電気・電子－第 3-3 部：支援文書及び指針－機器の耐震試験方法 
注記 対応国際規格における参考文献：IEC 60068-3-3, Environmental testing－Part 3-3: Supporting 

documentation and guidance－Seismic test methods for equipment 

JIS C 60721-2 規格群 環境条件の分類－第 2-x 部：自然環境の条件 
注記 対応国際規格における参考文献： IEC 60721-2 (all parts), Classification of environmental 

conditions－Part 2-X: Environmental conditions appearing in nature 

JIS C 60721-2-1 環境条件の分類－第 2-1 部：自然環境の条件－温度及び湿度 
注記 対応国際規格における参考文献：IEC 60721-2-1, Classification of environmental conditions－Part 

2-1: Environmental conditions appearing in nature－Temperature and humidity 

JIS C 60721-2-2 環境条件の分類－第 2-2 部：自然環境の条件－降水及び風 

注記 1 対応国際規格における参考文献：IEC 60721-2-2, Classification of environmental conditions－
Part 2-2: Environmental conditions appearing in nature－Precipitation and wind 

注記 2 JIS C 60721-2-2 は IEC 60721-2-2:1988 に対応しているが，IEC 60721-2-2 は 2012 年版が最

新版となっている。 

JIS C 60721-2-3 環境条件の分類－第 2-3 部：自然環境の条件－気圧 
注記 対応国際規格における参考文献：IEC 60721-2-3, Classification of environmental conditions－Part 

2-3: Environmental conditions appearing in nature－Air pressure 

JIS C 60721-2-4 環境条件の分類－第 2-4 部：自然環境の条件－日射及び温度 

注記 1 対応国際規格における参考文献：IEC 60721-2-4, Classification of environmental conditions－
Part 2-4: Environmental conditions appearing in nature－Solar radiation and temperature 

注記 2 JIS C 60721-2-4 は IEC 60721-2-4:1987＋AMD1:1988 に対応しているが，IEC 60721-2-4 は

2018 年版が最新版となっている。 

JIS C 60721-2-5 環境条件の分類－第 2-5 部：自然環境の条件－じんあい，砂及び塩霧 
注記 対応国際規格における参考文献：IEC 60721-2-5, Classification of environmental conditions－Part 

2: Environmental conditions appearing in nature－Section 5: Dust, sand, salt mist 

JIS C 60721-3 規格群 環境条件の分類－第 3-X：環境パラメータ及びその厳しさのグループ別分類 
注記 対応国際規格における参考文献： IEC 60721-3 (all parts), Classification of environmental 

conditions－Part 3-X: Classification of groups of environmental parameters and their severities 

JIS C 60721-3-0 環境条件の分類－第 3-0 部：環境パラメータ及びその厳しさのグループ別分類－通則 

注記 対応国際規格では，この JIS に対応する IEC 60721-3-0, Classification of environmental conditions
－Part 3: Classification of groups of environmental parameters and their severities－Introduction が引

用規格の箇条に記載されているが，この規格の要求事項の一部を構成する引用ではないため，

参考文献として記載した。 

IEC 60721-2-6:1990, Classification of environmental conditions－Part 2-6: Environmental conditions appearing in 
nature－Earthquake vibration and shock 

IEC TR 62130, Climatic field data including validation 

IEC TR 62131-5, Environmental conditions－Vibration and shock of electrotechnical equipment－Part 5: 
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Equipment during storage and handling 

IEC TS 62271-210, High-voltage switchgear and controlgear－Part 210: Seismic qualification for metal enclosed 
and solid-insulation enclosed switchgear and controlgear assemblies for rated voltages above 1 kV and up to 
and including 52 kV 

注記 対応国際規格で参照されているこの規格は，2023 年 11 月に廃止され，IEC 62271-207（High-
voltage switchgear and controlgear－Part 207: Seismic qualification for gas-insulated switchgear 
assemblies, metal enclosed and solid-insulation enclosed switchgear for rated voltages above 1 kV）に

置き換わった。 

ISO 9223，Corrosion of metals and alloys－Corrosivity of atmospheres－Classification, determination and 
estimation 

 




